










Research on the distribution of Asarum ikegamii var. fujimakii (Piperales, Aristolochiaceae)
Yoshiyuki NAGAHATA
　要旨：野外調査は自然科学の基礎であるが，近年は既存の情報の充実によって，徹底した野外
調査は減少傾向にある．そこでひとつの実例を提示すべく，詳細が未解明だった荒川水系のカン
アオイ類の分布を調査した．中流域に固有とされていたアラカワカンアオイが計５つの水系に分
布すること，他種との複雑な棲み分けが生じていることなどを解明し，地域の自然史を考察する
上での多くの課題を得た．
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はじめに
　山形県南西部から新潟県北部に流れる荒川中流の狭
い範囲にのみ，アラカワカンアオイという特殊な植物
が分布していることは，Sugawara（1998）によって
明らかにされた．それまでこの地域のものは，広く分
布するコシノカンアオイと同定されており（白畑・黒
沢，1970，石沢，1996ほか），一部をユキグニカンア
オイと同定した文献もみられた（石沢，1996）．私も
カンアオイ類はギフチョウの食草としてしか見てこな
かったため，すべてコシノカンアオイであると思いこ
んでおり，アラカワカンアオイの花を初めて見た際に
は，色や形がコシノカンアオイとは大きく異なること
に驚いたものだ．
　カンアオイ類の分布は局地的で，ひとつの山の斜面
や谷間であっても，特定の狭い範囲にしか自生しない．
当初はギフチョウの分布を考えるために調べていたが，
異なる2種が存在することに気づいてからはカンアオ
イそのものに俄然興味が出てきた．長くオサムシとい
う飛べない甲虫の分布を調べ，異なる2種が分布接点
で棲み分けるのか，それとも分布は重なるのかという
現象を追いかけてきたので，動植物が棲み分ける現象
にはひときわ興味を抱いたのだ．2018年にはまず山
形県側で調べ，翌2019年には新潟県側にまで調査範
囲を広げたところ，ユキグニカンアオイという第3の
存在が加わったうえに，アラカワカンアオイが現在知
られている地域よりもはるかに広範に分布しているこ
とも分かり，さらに調査に熱中した．
　ところで，近年はデジタルカメラの普及とともに，
趣味で自然観察に出かける人が増えた半面，情報網の
発達によって，自分で探す手間を省き，効率よく見る
風潮も強まってきた．その結果，未知のことを調べて
新しい情報を生み出す側の人は減少した．
　「まず教わった場所に行ってみる」というのは観察
の入り口だが，そのまま既存の情報に頼りすぎること
は，「自分の目で確かめ，物事を考える」という，自
然認識のうえでの重要な段階の欠落にもつながりかね
ない．かつては民間に多数存在していた動植物の同好
会誌に各種の報文が出され，人々に，未知の課題を調
べることの楽しみを伝える役割を果たしてきたが，近
年ではそうした出版物も極端に減少している．
　そこで，昨今の風潮に一石を投じるべく，今回は「徹
底した野外調査」の実例として，詳細が未解明だった
アラカワカンアオイの分布調査の途中経過を紹介した
い．当初は地図の大部分は空白だったが，延べ30日で，
約900地点の野外調査を実施した結果，分布の輪郭を
解明することができた．
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